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ふちゅう温故知新⑥
是政（これまさ）

　是政は市域南部に位置する、東京競馬場の南
東側一帯の多摩川競艇場を含む地域です。
　是政の地名は、戦国時代の小田原北条氏に仕
えた井田摂津守是政という人物が、古くは横山
村と呼ばれた地を開拓したことから名付けら
れたと伝えられてきました（『新編武蔵風土記
稿』）。東京競馬場の構内には井田一族の墓地が
あることが知られ、是政駅前商店街ではアレン
ジされた「これまさ君」が商店街のイメージキャ
ラクターになっています。
　市内では近世の新田開発で移り住んだ場所を
飛び地とした地域がいくつかありますが、是政
にもこうした例があります。若松町２丁目付近、
浅間町 1 丁目付近、小金井市桜町玉川上水付近
はそれぞれ、「通り是政」「人見是政」「小金井
是政」と呼ばれました。また、多摩川を稲城市
側に渡ったあたりは「向

むこう

是政」と呼ばれ、ここ
は今も是政橋付近の一部が府中市是政の地番に
なっています。

　大田南
な ん ぽ

畝（註）は文化５年（1808）から６
年にかけての年越しを是政で過ごしました。そ
の際に井田佐兵衛家で系図を見て、三岡安右衛
門家持の天満宮の掛軸を見たことが『調布日記』
に記されています。三岡家の掛軸は、唐服をつ
けた天神像（菅原道真）が描かれており、市指
定の文化財になっています。
　最近、成城大学が所蔵する史料のなかに是政
村の古文書が見つかり、府中市に寄託していた
だきました。今後、市史編さんで整理作業と内
容調査を進めてまいります。

註：寛延２年（1749）ー文政６年（1823）。狂歌三大

家に数えられる文人・狂歌師。別号蜀山人の名で知ら

れる。『調布日記』は彼が幕府役人として多摩川治水工

事監督にあたったときの記録。
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部会長インタビュー　第６回

　「『新府中市史　自然編』をめざして」
自然専門部会長・首都大学東京名誉教授

三上岳彦先生
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　このコーナーでは、市史編さん専門部会の部
会長の先生にインタビューしています。
　今回は、自然専門部会の三上岳彦先生からお
話をうかがいました。

目指す市史自然編の姿
事務局：市民に読んでいただける市史自然編と
はどういうものなのか、先生のお考えをお聞か
せください。
三上：前回の府中市史は 50 年前に刊行されて
いますね。その内容を探していたら、自然史と
いう部分しか見当たらない。その内容を見ると、
地形・地質（土壌）・地下水といったいわゆる
地面についての話ばかりでした。しかもそれは、
市史の他の分野と同じ方法で様々な書物・文献
を調べ、それを要約したもののようです。
　今回は、地形や地質の他に、気象・気候も含
めた府中市の自然環境がどうなっているのかを
市民の方が読んで分かりやすいものにするべき
だと思います。委員の方の専門が様々な分野に
またがっておられますから、現在の府中市はど
うなのかを実際に現地で調査・観測した結果を
わかりやすく図にまとめたりしていきたいと考
えております。実際の府中市の自然環境を調査
してわかりやすく解説することが一番重要で
す。それに沿ってまとめる予定です。
　まず 2019 年度に刊行予定の自然編報告書で
は、自然を大きく、大気、水、大地（地形・土
壌）、植物（植生）、動物にわけ、それぞれの専
門分野の委員が府中市の状態について、できる
だけ新しいデータを使って解説していくことに
なります。
　2023 年度に刊行予定の通史編で、この報告
書の内容を踏まえて、さらに自然全体を扱って
いく内容になると想定しています。

市内の気温調査について
事務局：先生は、気象学の第一人者であり、ヒー
トアイランドなどの都市気候の専門家として研
究成果を発表されておりますので、それに関連
して質問させていただきます。
　従来は都心部の気温が高いため、ヒートアイ

ランドは都心部だけで起きている現象と捉えら
れてきたようです。ですが、市史編さんの調査
の一環として先生が行われた調査により、どう
やらそうではないことがわかってきたようで
す。それについて、先生のお考えをお聞かせく
ださい。
三上：夏が暑くなってきたためヒートアイラン
ドとかよく言われるのですが、ヒートアイラン
ドは、大きな都市の中心部の気温が高くて、周
辺の郊外に行くと気温が下がる現象で、冬にも
見られます。等温線図を作ると、ちょうど熱の
島のようになることから、そう呼ばれるのです。
東京については、都心部の気温が高く、郊外に
近づくと下がるという傾向はあるのですが、実
は、都心という巨大なヒートアイランドの中心
があって、それを囲む低温な郊外があるという
図式以外に、小さなヒートアイランドは、いく
つもあるのです。
　例えば都内では府中市や八王子市、埼玉県で
は浦和や大宮のぞれぞれの市の中心部にあるの
です。そういうものは、気象庁の観測している
場所だけではデータが足りませんから、実際に
測らないとわからないのです。そこで、市内全
域をカバーする測定をすることにしました。
　着目したのは府中市では公立小学校が市内各
地に分散して設置されているということと、小
学校には理科教育のために百葉箱が設置されて
いるということです。それを利用させていただ
くことにしました。
　2016 年度から府中市内の公立小学校 22 校の
協力を得て、百葉箱に小型の温湿度を自動的に
測定して記録するデータロガーという装置を設
置しました。小学校だけでカバーできない数か
所にも百葉箱に代えてシェルターと呼ばれる覆
いを付けた装置を設置しました。その後、10
分間隔で気温と湿度を計測し続けています。
　この方法は沢山の測定器を同じ場所に設置
し、継続して観測する方法で「定点観測」と呼
びます。そのデータを使って、府中市内の気温
と湿度がどのように分布しているかを調べよう
としています。
　その一部の結果はすでに出ていまして、それ
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を見ますと府中市内で一番気温が高いのは府中
駅周辺のビルがたくさん立っている場所でし
た。その周囲には気温が低い場所もありました。
例えば市の北東部にある浅間山とその辺りは緑
も多いので温度が低い。南の方に多摩川もあり
ますので、その場所も少し低いです。
　さらに、府中駅周辺が常に気温が高いのか、
それとも季節や時間によって違うのかどうかも
今、細かく調査しています。それとあわせて、
特に夏の暑い時期に、気温が高い府中駅周辺の
もっと細かな温度変化を調べようということ
で、平成 29 年８月と翌年７月に小中学校の児
童・生徒さんの協力を得て、昼間の温度の観測
を行いました。
　これは「移動観測」という方法で、歩きなが
ら気温を測っていく方法です。複数の班を編成
し、班ごとに、別のルートを歩きながら気温を
測っていただきました。それをまとめて、その
日の特定の時間の気温がどうだったかを求めま
した。大國魂神社からけやき並木が南北方向に
伸びていますが、このけやき並木は緑が豊かで
す。樹木のクールスポット効果というものもあ
ります。これは樹木があることで地表への日射
が遮られ日陰ができること、葉からの蒸散効果
で温度が少し下がること（気化熱）を指します。
この移動観測では、こういった効果も詳しく調
べれば出てくるのではないかと考えました。
　その結果、やはりけやき並木に沿ったところ
の気温は、周辺よりも比較的低くなることが判
明しました。このクールスポットが実際にある
ということを確認できたことは重要です。市民
である学校の児童・生徒さんが実際に測って目
で見て確かめる、それは市民参加という点で大
事なことです。

　もう一つの調査は、歴史書と気候の関係を調
べることです。例えば、江戸時代の府中は、今
と比べて気候はどうだったのかは、皆さん興味
を持たれると思います。しかし、普通の歴史書
には気候に関してほとんど書かれていません。
それは当然で、当時は気象観測なんてやってい
ませんでしたからね。
　でも、江戸時代の古い日記が各地に残されて
います。府中市には『県

あがたいせいあろく

居井蛙録』という江戸
時代の庶民の日記が 35 年間にわたって残され
ていました。この日記の特徴は、19 世紀前半
を中心に、毎日の天気が書いてあることです。
しかも非常に詳しく、「風が少し吹いた」「天気
で暖かい」「曇っている」「雨が降っている」と
いった記述も見られます。
　過去の日記に天気が書いてあることを上手く
使って、そこから気温がわからないだろうかと
いうことで、私の研究グループでは、全国の日
記の天気を集め、気温を推定しています。その
中で、特に夏の気温を日記の天気から推定して
いるのです。
　例えば、７月は東京あたりでは梅雨が明ける
時期で、それが遅れると気温が下がります。早
いと太平洋高気圧に覆われて日照が多くなり７
月初めから気温が上がります。その関係をうま
く利用して、毎日の天気から逆に夏の気温を推
定することにしました。
　今の気象データを使って７月の平均気温と雨
降りの日数（「降水日数」と呼びます）の関係
を見ると非常にきれいに相関関係があります

（図１）。つまり降水日数が多い年は平均気温は
低く、逆に降水日数が少ない年は平均気温は高
いという関係があります。『県居井蛙録』の天
気の記述から降水日数を集計し、平均気温を推
定できるのです。
　図２はそうやって求めた 1802 年から 1836
年までの７月の推定平均気温をグラフにしたも
のです。1810 ～ 1820 年頃はかなり気温が高
かったのですが、1830 年代に入って少し気温
が下がってきて、特に天保７年（1836）はこ
の 35 年間で一番夏の気温が低かったことが明
らかになりました。実はこの年は「天保の大飢
饉」の起きた年で、これまでの私たちの調査で
全国的に異常に寒い夏だったと推定していま
す。やはり府中でもこの年は非常に寒い夏（「冷
夏」）だったことがわかりました。

三上岳彦先生
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　翌年の「大塩平八郎の乱」は西日本で起きた
事件ですが、大飢饉が続いたことが引き金に
なって起こったのではないかと考えています。
　つまり、このような昔の気候がわかれば、そ
れと飢饉との関係がわかることになります。
　当時は稲作（米の生産）が重要でしたから、
それに対し気候がどのように影響したのかを調
べることは有意義です。例えば天明の飢饉の時

（1780 年代）を他の日記で調べるとやはり同じ
様に気温が低かったことがわかります。他の農
産物への影響はどうだったのかも調べるとおも
しろいと思います。そういうことで、今回の『県
居井蛙録』の天気に関する記述は非常に貴重な
資料だと思っています。
　夏以外の季節はどうだったのかは、まだ調査
中ですが、この日記には「冷気」という言葉が
頻繁に出てきます。冬については「雪が終日降
る」とか、「氷が張った」という記述も見られ
ますから、冬の寒さはどうだったのかも調べて
いくことで、江戸時代の気候についてある程度
推定できるのではないかと考えています。

地球環境問題について
事務局：市民の関心が高いのは生活に直接甚大
な被害を与える豪雨や大型台風と、猛暑と大寒
波という極端な気象変化が起きている原因につ
いてです。
三上：2017 年は西日本豪雨等が起こり、都市
部では１時間に 100 ㎜というゲリラ豪雨が起
こっています。2018 年はアメリカに大寒波が
来て、今はそれが日本でも起きています。いわ
ゆる異常気象ですが、それと地球温暖化とはど
う関係するのかに皆さん関心があると思いま
す。
　それは府中市だけでなく、多くの地域で異常

気象が起きているということです。広い意味で
の環境問題であり市史の刊行物で取りあげる必
要があると思っています。
　先ほどヒートアイランドの話をいたしました
が、ヒートアイランドがすぐにゲリラ豪雨とか
になるという話でもありません。地球規模の大
規模な大気の流れ（偏西風）が上空をうねりな
がら流れているのですが、その流れが変わり、
今年は北極の冷たい空気がアメリカの東部に流
れてきて大寒波になっています。しかし一方で、
南半球のオーストラリアでは、同じ時期に熱波
が押し寄せています。
　また 2003 年は、日本は冷夏でしたが、逆に
ヨーロッパは猛暑で数万人の方が亡くなったの
です。この年の夏は、ヨーロッパの方に熱い空
気が流れ込み、逆に日本の辺りは北からの寒気
で冷夏になってしまったということです。北か
らの空気が下りて気温が低くなっている場所の
西側には、南からの空気が上がって気温が高く
なっている場所があります。
　つまり寒くなっている場所があれば、逆に暑
くなっている場所があり、地球全体ではバラン
スを保つようになっているのです。ある場所に
だけ着目せず、地球全体で見ることが大切です。
ただ、たまたま、いつもとは違う場所が寒くなっ
たりするものですから異常気象だと言われたり
します。寒くなる場所があると同時に暑くなる
場所もある。でも地球全体で平均すると段々と
気温は高くなっていて、それが地球温暖化です。
少しずつですが、過去 100 年で地球の平均気
温は約１℃上がっています。１℃というと大し
たことないと感じられるかもしれません。しか
し毎年一律で上がっているわけではなく、上
がった年と下がった年もある中で、100 年間に
１℃上がっているのです。

図１ アメダス府中における７月の降水日数と

7 月平均気温の関係（1977 － 2017）
図２  『県居井蛙録』の降水日数から推定した

７月平均気温（1802-1836）
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　地球温暖化が進むと、偏西風といった大気の
流れに異常が生じ、「極端な気象」と呼ばれて
いる「大雨」や「洪水」、「旱魃」などが起こり
やすくなるでしょう。
　このままでは 100 年後には３℃位は気温が
上がると予測されています。CO2 の排出を減ら
していかないと温暖化が続くのはほぼ確実です
から、それに対しては世界中の人が協力してあ
たらないといけない問題です。ですが、気温を
完全に元の状態に戻すことは難しいため、100
年後の温度上昇を２℃以下に抑えることを目標
とし、それ以上にならないように安定化させよ
うというのが国際的な取り組みです。
　気候変動の原因は複雑で、他に時間スケール
との関係が重要です。１万年、10 万年という
スケールで考えると、今は、数万年後にやって
くる次の氷河期に向かって徐々に寒くなってい
る時期に相当します。
　過去 100 万年間をみると、10 万年周期で寒
い氷河期と暖かい時期（間氷期）がくりかえし
訪れます。今から２万年位前はマンモスが生き
ていた非常に寒い氷河期でした。１万年位前か
ら今の温暖な気候に変わっています。そういう
長い時間スケールの自然のサイクルとは別に、
人間が出している CO2 による温暖化が急激に
進んでいることは異常ですから、これを食い止
めないといけないのです。
　地球温暖化は長期的な気候変化の原因の一つ
ではありますが、それだけではありません。他
に気候を変化させる原因としては、火山の大噴
火があります。
　『県居井蛙録』の記述から推定した気候変
動の中で、一つ興味深いことがありました。
1816 年 7 月の気温が前年よりかなり下がって
います。この年は、ヨーロッパやアメリカで
は「夏が無い年」と呼ばれていて、夏がものす

ごく寒い年として有名です。その原因は前年の
1815 年にインドネシアのタンボラという火山
が史上最大の巨大噴火を起こしたことだと考え
られています。この時の噴火で山頂の 1000 ｍ
分位が吹き飛び大量の火山灰と火山ガスが空中
に放出されました。特に火山ガスは地球全体を
覆い、日射を弱めてかなり気温を下げました。
当時、ヨーロッパやアメリカでは夏でも雪が
降ったという記録もあります。
　ところが日本については、あまり良くわかっ
ていなかったのです。我々が調べても特に寒い
という記録はありませんでした。そこで日本は
普通だったのかなと思っていました。ですが『県
居井蛙録』の天気の記述からは雨が多い年だと
分かり、それが事実だとすれば、日本でも寒い
夏であった可能性が高く、大発見になります。
ただし、火山の噴火の影響はそんなに長く続き
ません。せいぜい２～３年です。
　その他に気候変動の原因として、太陽の活動
があります。太陽から届く日射量も少しずつ変
化していますから、それによっても気温は変動
します。太陽の活動にも周期的変化はあります。
江戸時代には小氷期という少し寒い時代があり
ました。その時期は太陽の活動が少し弱まって
いたのは事実です。
　つまり、地球の気候の変動は CO2 だけで決
まるわけではなく、色々な原因が重なっている
のです。将来的に巨大噴火が頻繁に起きるよう
になったら確実に寒冷化するでしょう。ですが、
それは予測できません。人間が出す CO2 で温
室効果が強まり、それで温暖化するというのが、
今のところ、一番大きな原因だというのが、世
界中の研究者の一致した意見です。
　それ以外の原因も含めて考えた場合、50 年
後、100 年後の気候がどうなるかは分かりませ
んが、現在は人間活動による CO2 の増加が温
暖化を強めているのはほぼ確実ですから、私た
ちは温暖化防止に向けた努力を続けることが大
切だと考えます。
　

 

　

移動観測調査後説明の様子

『府中市郷土の森博物館研究資料集 第 1 集       
県居井蛙録  江戸時代の庶民の記録』

（2015 年、府中市郷土の森博物館）
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原始・古代専門部会
　『新府中市史　原始・古代資料編１　考古資

料１』と『新府中市史　原始・古代資料編２　

文献史料』刊行の作業を進めました。

　「資料編」というと通史編を作成する際の基

礎となる資料や歴史的な根拠などを集成し掲載

するものであるため、専門的でやや難解な部分

があります。そこで『原始・古代資料編２』で

は理解しやすく、興味をもっていただけるよう

に、史料を歴史の流れの順に並べ、各史料の初

めに「綱文」と称する当該史料の示す事象につ

いて簡潔に記し、次いで史料原文、読み下し、

解説と順に掲げました。また、この綱文を抜き

出し、年代とともに並べた、古代武蔵の年表と

もいえる細目次も作成しています。各史料原文

には通し番号を付けて解説との関連性がわかり

やすくなるように努め、難解な人名や用語にル

ビを付けるなどの作業を行いました。

　『考古資料１』では旧石器時代～古墳時代前

半までを集録し、飛鳥・奈良・平安時代は今年

度刊行予定の『考古資料２』に収録します。

中世専門部会
　中世部会では資料編の刊行に向けて体裁や掲

載資料の選定など、具体的な検討を加えていま

す。府中を中心とした中世資料を集積し、ご紹

介できるよう構想しています。

　また、この度刊行された『新府中市史研究　

武蔵府中を考える』第１号では、中世部会の海

老澤衷部会長、清水克行副部会長に資料編に向

けたテーマで論文を執筆していただきました。

府中の中世を考えるうえで非常に興味深い内容

となっています。部会開催２回。

近世専門部会
　2019 年度に予定している「資料編 ( 上 )」「古

文書目録」の刊行準備を進めています。「資料編」

に掲載する江戸時代の古文書の解読やこれまで

に調査した市内の古文書目録を見直す作業が中

心となっています。

　『新府中市史研究　武蔵府中を考える』第１

号では、３つのテーマに関する古文書を紹介し

ています。府中で開催された馬頭観音の出開帳、

四谷の新田開発、府中宿の規制に関する古文書

をわかりやすく解読・解説していますので、ぜ

ひご覧ください。部会開催３回。

近・現代専門部会
　『新府中市史　近現代資料編　上』刊行の仕

上げの作業を進めました。

　また、続編として刊行予定の『新府中市史　

近現代資料編　下』に向けて市内外の施設で調

査を行い、近・現代の府中に関わる資料を網羅

的に収集しています。特に、戦後から現代にか

けての資料として、市民の方から資料提供や貴

重な証言をいただきました。なかでも 1964 年

の東京オリンピックに関わる調査では、聖火ラ

ンナーとして参加されたり競技を観戦された市

民の方からの聞き取り調査や、50 キロメート

ル競歩競技の折返点の記念として建立されたラ

ンナー像の調査を行いました。その成果は『新

府中市史研究　武蔵府中を考える』第１号に掲

載しています。部会開催４回。

部　会　通　信

ランナー像（府中市緑町）
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前号以降、次の皆様にご協力をいただきました。ありがとうございました。（五十音順・敬称略）

秋元良夫、石川裕三、井上正望、市川閲子、市川紀子、大熊雅弘、小勝誠一、岡本暉子、小澤量、
かぶらぎみなこ、菊池幹雄、許文英、後藤恵菜、小 林 尚 子 、小林勤、小峰孝男、
ジョン・ポーター、須田雄介、高野スイ、高野宏峰、立石了、種村威史、内藤里二、長瀬芳美、林壽子、
古橋研一、朴澤好美、堀智博、洪性旭、松田信彦、松林眞澄、村木茂、藪野健
大國魂神社、お日様文庫、花蔵院、三和交通、成城大学図書館、帝京大学、東京外国語大学、
中河原念仏講、府中市美術館、法音寺、公益財団法人府中文化振興財団

市史編さんの活動記録 （平成 30 年 10 月～平成 31 年 3 月）

自然専門部会
　今年度に報告書を刊行すべく、各委員が今ま

での調査結果をまとめている段階です。

　調査では、引き続き市内の小学校に協力して

いただき、通年の気温・湿度の観測データを収

集しています。その他に、３月８日に浅間山の

麓にある「人見稲荷神社」の植生調査を実施し

ました。ここは武蔵野台地上では珍しくシラカ

シの林が残ってる場所です。これらの調査の結

果も報告書に反映する予定となっています。

民俗専門部会
　2 月 3 日の節分行事について、ふるさと府中

歴史館内で聞き取り調査を行いました。

　2 月 23 日に講演会「祭礼の広がりをめぐっ

て―民俗学の視点から―」を開催しました。

　2 月 25 日に大國魂神社境内にある宮乃咩神

社の奉納物調査を行い、願掛け奉納された絵馬・

底抜け柄杓と、宮乃咩神社社殿内に掲げられて

いる奉納額を一点一点確認しました。奉納額に

は岩戸伝説が描かれており、大正 8 年に境内の

敷石新設を記念して奉納されたものでした。

継続して行っている調査等
　近世　　：市内古文書目録作成・墓石調査

　近・現代：行政文書調査・記念碑調査

　民俗　　：祭礼調査、借用資料の整理、

　　　　　　聞き取り調査等

10 月 2 日　    近世専門部会

          ３日　    松本旅館資料調査

　　  9 日　    1964 年東京オリンピック聖火ラ 

                          ンナー経験者（村木茂さん）イン   

                          タビュー

　   14 日   　クールスポット調査のパネル展示

　　　　　　（市民文化の日）  

　　22 日       1964 年東京オリンピック観戦者

　　　　　　（内藤里二さん）インタビュー

　    29 日　   近・現代専門部会

　    31 日  　 1964 年東京オリンピック聖火ラ

                          ンナー経験者（松林〈榎村〉眞澄

                          さん）インタビュー

11 月13 日 　   民俗専門部会

　    13 日、

　    14 日 　  酉の市調査

11月 28 日 　   自然専門部会

12 月 1 日　    中世専門部会

　      3 日　    近・現代専門部会

　　13 日　　三和交通インタビュー（三億円事

　　　　　　件ツアーについて）

　　18 日　　近世専門部会

　　19 日　　個人所蔵資料調査

１月 19 日、

　　20 日　　多摩郷土誌フェア（刊行物販売）

　　21 日　　近・現代専門部会

　　30 日　　お日様文庫インタビュー   　　

  2 月 3 日　　節分の民俗調査

　　  7 日　　近・現代専門部会

　    20 日　　成城大学図書館所蔵資料寄託受入

　    23日　　第５回市史講演会（民俗）

　    25日　　宮乃咩神社調査

　    26 日　　花蔵院調査

 ３月２日    　中世専門部会

　 　５日　    近世専門部会

　     19 日        中河原念仏講調査

　     28日　　自然専門部会
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（１）講演の冒頭には、民俗専門部会長の八木
橋伸浩先生（玉川大学教授）から、各家庭でつ
くられている正月の雑煮を例に、民俗学が対象
にするものについてお話しいただきました。民
俗学は人々の語り（口

こうひでんしょう

碑伝承）を研究素材とし
てきましたが、新府中市史の民俗編ではこれに
限らず、文献資料やモノ資料なども活用して編
さんを行います。

（２）地名変更後の地域組織の持続を描くこと
を狙いとして市内の神社祭礼・地域行事を調査
している田中藤司先生（成城大学講師）からは、
市内神社祭礼の一覧を示しながら、各地域の祭
礼とその担い手となる地域組織について説明し
ていただきました。

（３）自身でもくらやみ祭に参加している中里
亮平先生（長野大学講師）からは、歴史的な広
がりと地域的な広がりについてご発表いただき
ました。くらやみ祭の変遷を整理しながら、江
戸時代には江戸の祭礼とは異なる「民俗」とし
てくらやみ祭がイメージされていたこと、そし
てその後くらやみ祭における神輿・太鼓の巨大
化が多摩地域周辺の祭礼に影響を与えたことに
ついて解説していただきました。

※講演の内容は『新府中市史研究　武蔵府中を
考える』第２号に掲載する予定です。
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第 5 回　市史講演会「祭礼の広がりをめぐって―民俗学の視点から―」開催報告
　2 月 23 日にル・シーニュ 6 階（市民活動センタープラッツ第二会議室）で、第 5 回府中市史講
演会を開催し、40 名以上の方に参加していただきました。府中市史の編さんにあたる民俗専門部
会委員から、「祭礼の広がり」について府中や府中の周辺地域を主な事例としてお話しいただきま
した。

　　　八木橋伸浩先生　　　　　　　　　　　　田中藤司先生　　　　　　　　　　　中里亮平先生
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